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姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
の
御
活
動
も
三
十
年
近

く
に
な
り
ま
す
。
こ
の
三
十
年
間
は
、
社
会
状
況
が

大
き
く
変
動
し
た
時
代
で
あ
り
、
幾
多
の
取
組
が
継

続
困
難
と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
の
活
動
は
連
綿
と
継
続
さ

れ
、
将
来
を
見
据
え
た
取
組
が
地
域
の
皆
様
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姉
小
路
界
隈
を
歩
く
と
不
思
議
と
心
が
落
ち
着
い

て
き
ま
す
。
賑
や
か
で
華
や
か
な
通
り
が
多
い
中
京

区
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
は

何
で
あ
ろ
う
か
‥
。
昔
な
が
ら
の
店
構
え
、
誰
も
が

知
る
著
名
な
文
化
人
の
書
に
よ
る
扁
額
に
、
べ
ん
が
ら

格
子
と
目
隠
し
の
ス
ダ
レ
…
中
に
は
、
真
新
し
い
格

子
窓
も
あ
る
。

姉
小
路
界
隈
は
昔
な
が
ら
の
懐
か
し
さ
だ
け
で
は

な
く
、
現
在
も
通
り
の
伝
統
を
し
っ
か
り
継
承
さ
れ
て

い
る
。
施
工
に
非
常
な
手
間
を
要
す
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
格
子
窓
を
新
調
し
て
お
ら
れ
る
事
実
が
、
そ
れ

を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

懐
か
し
さ
の
中
に
、
現
在
進
行
形
で
ま
ち
の
営
み

が
生
き
て
い
る
。
し
か
も
な
ん
の
不
自
然
さ
も
な
く
‥

あ
あ
、
そ
う
か
、
そ
れ
ゆ
え
の
「
落
ち
着
き
」
な
ん

だ
と
、
一
人
合
点
し
た
次
第
で
す
。

中
京
区
で
は
、
令
和
三
年
度
に
策
定
し
た
「
第
三

期
中
京
区
基
本
計
画
」
に
お
い
て
も
「
通
り
」
に
着

目
し
、
通
り
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
「
通
り
の
復
権

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
展
開
し
て

い
ま
す
。
通
り
は
単
な
る
通
過
空
間
で
は
な
く
、
そ

こ
は
様
々
な
可
能
性
を
秘
め
た
場
所
で
あ
り
、
か
つ

て
は
人
々
が
集
い
、
憩
い
、
楽
し
む
「
ま
ち
の
縁
側
」

で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な「
通
り
」の
魅
力
を「
復
権
」さ
せ
る
こ
と
が
、

よ
り
豊
か
で
文
化
的
な
「
ま
ち
な
か
」
を
生
み
出
し
、

そ
れ
が
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

一
昨
年
、
昨
年
と
姉
小
路
通
の
行
灯
会
と
ま
ち
な

か
を
歩
く
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
京
都

御
池
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
賑
や
か
な
パ
レ
ー
ド
や
、

家
々
の
軒
先
を
彩
る
手
づ
く
り
行
灯
の
優
し
い
色
合

い
、
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で

徐
々
に
人
気
が
出
て
き
て
い
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
多
く

の
方
が
通
り
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
車
両
通
行
を
規
制
し
て
道
路
上
で
ボ
ッ
チ
ャ

を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
日
本
で
こ
こ
姉
小
路
だ
け
と

い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
に
も
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
…
開
催
ま
で
に
は
、

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
の
役
員
、
関
係
者
の
奮
闘

努
力
の
み
な
ら
ず
、
沿
道
地
域
の
方
々
の
御
協
力
あ
っ

て
の
こ
と
と
、
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
す
。
日
頃
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
イ
ベ
ン
ト
成
功
で

あ
り
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
の
ま
と
ま
り
を
更

に
高
め
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
、
通
り
の
持
つ
可
能
性
が
「
見
え
る

化
」
さ
れ
て
お
り
、前
述
し
た
「
通
り
の
復
権
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
の
皆
様
の
取
組
は
、
古

き
良
き
時
代
の
回
顧
で
は
な
く
、
常
に
新
た
な
試
み

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら「
通
り
の
新
展
開
」「
通

り
の
温
故
知
新
」
と
い
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
取
組
の
特
色
と
し
て
は
、
本
報
告
書
の
発

行
を
継
続
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
華
や
か
な
イ

ベ
ン
ト
同
様
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
、
地
域
の
方
々
に

取
組
を
お
知
ら
せ
す
る
と
い
う
一
見
地
道
な
活
動
を

重
視
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
筆
に
値
す
る
と
思

い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
伝
統
を
継
承
し

つ
つ
、
新
た
な
試
み
，
挑
戦
を
継
続
し
て
お
ら
れ
る
皆

様
方
に
、
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

懐
か
し
さ
の
中
に
、
現
在
進
行
形
で
ま
ち
の
営
み
が
生
き
て
い
る
。
し

か
も
な
ん
の
不
自
然
さ
も
な
く
…
「
通
り
」
の
魅
力
を
「
復
権
」
さ
せ

る
こ
と
が
、
よ
り
豊
か
で
文
化
的
な
「
ま
ち
な
か
」
を
生
み
出
し
、
そ

れ
が
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

継
続
と
継
承
の
姉
小
路
界
隈

中
京
区
長   

川
端 

昌
和

( 編注 「取組」は原文ママ )
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姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
意
見
交
換
会
終
了
物
件
一
覧
図         (

令
和
五
年
度)

2023 年 9 月 15 日
コインパーキング
御幸町通姉小路下る

2023 年 1 月 8 日
シェアサイクル PIPPA
富小路通御池下る

2023 年 2 月 17 日
NTT 携帯基地設備変更	
姉小路通御幸町東入

2023 年 9 月 11 日
ソフトバンク設備変更
御幸町通姉小路下る

2023 年 9 月 8 日
ART ＆ SCIENCE 店舗改装	
姉小路通寺町西入る

2023 年 1 月 20 日
うなぎ料理梅乃井新築開業	
柳馬場通御池下る
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2023 年 1 月 20 日
コインパーキングすいめい	
姉小路通堺町西入る

2023 年 3 月 17 日
木下邸店舗外装改築工事	
柳馬場通姉小路上る

2023 年 11 月 17 日
小森歯科医院新規開業	
姉小路通高倉西入る

2023 年 11 月 17 日
京の焼肉処蓮蔵新規開店	
堺町通姉小路下る

2023 年 1 月 20 日
うなぎ料理梅乃井新築開業	
柳馬場通御池下る
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(

案)(

平
成
29
年
度)

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
決
算
報
告

姉小路界隈を考える会決算報告 （令和５年度）
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ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
東
洋
初
の
エ
ー
ス
ホ
テ
ル
建
設
を
機
に
、
姉
小

路
通
で
初
と
な
る
電
線
地
中
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ふ
る
く
か
ら
の
「
町
式
目
」
に
み
ら
れ
る
自
主
的
な
ル
ー
ル

の
も
と
、
以
下
に
掲
げ
る
三
つ
の
方
針
を
核
と
す
る
「『
暮
ら
し
』

を
最
重
視
し
つ
つ
『
な
り
わ
い
』
と
『
文
化
』
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
育
む
ま
ち
姉
小
路
界
隈
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
十
年
間
に
及
ぶ
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
、

二
十
年
目
の
建
築
協
定
拡
大
更
新
。京
都
市
条
例
に
基
づ
く「
地

区
計
画
」
で
、
風
情
あ
る
町
並
み
と
同
時
に
、「
午
後
十
時
か

ら
午
前
七
時
ま
で
の
日
用
品
販
売
店
舗
を
規
制
」
し
て
深
夜
営

業
を
禁
じ
、
夜
間
の
静
か
な
住
環
境
が
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
い
や
暮
ら
し
の
文
化
や

習
慣
な
ど
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
。
文
人
墨
客
の
看
板
を

掲
げ
る
、
格
調
あ
る
日
本
屈
指
の
老
舗
な
ど
が
集
ま
る
姉
小
路

ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
店
舗
を
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ま
ち
へ
の
気
遣
い
と
配
慮
を
共
有
し
た
、
安
全
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
具
現
化
す
る
こ
と
。
地
域

内
に
行
き
先
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
通
過
交
通
の
流
入
や
、
公
道

へ
の
私
物
放
置
、
立
て
看
板
設
置
な
ど
を
抑
制
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
安
心
し
て
歩
け
る
、
人
に
優
し
い
み
ち
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
関
係
各
位
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

（
文
責:

事
務
局
長  

谷
口 

親
平
）

平
成
七
年
三
月
、
突
然
開
始
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
を
契

機
と
し
て
、
平
成
七
年
十
月
に
「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
を
対
象
に
、

「
地
域
共
生
の
土
地
利
用
検
討
会
」
に
取
り
組
み
、
お
そ
ら
く

全
国
で
初
ケ
ー
ス
と
言
え
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
ま
ち
づ
く

り
に
よ
る
「
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
三
条
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
は
「
姉
小
路
界
隈
町
式
目
（
平
成
版
）」

を
制
定
。
平
成
十
四
年
七
月
に
は
建
築
協
定
を
締
結
し
、（
令

和
四
年
七
月
に
は
範
囲
を
西
進
さ
せ
、
都
心
部
で
約
一
、七　

ha
）
商
業
地
域
で
は
日
本
最
大
規
模
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
一
月
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
心
界
隈
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
、
活
動
範
囲
及
び
取
組
テ
ー
マ
を
さ
ら

に
拡
げ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
美
し
い
都
心
界
隈
づ
く
り
に
向
け
た
連
続
的

な
会
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
平
成
十
五
年
四
月
に
京
都
市
は

「
職
住
共
存
地
区
で
の
新
し
い
建
築
ル
ー
ル
」
を
施
行
し
、
高

さ
等
の
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
景
観

法
の
成
立
を
受
け
、
平
成
十
九
年
九
月
か
ら
、
新
京
都
市
景
観

政
策
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
都
心
部
に
お
い
て
、
十
五

ｍ
の
高
さ
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、「
高
さ
規
制
は
景
観

維
持
の
根
本
原
理
」で
あ
り
、会
の
活
動
の
基
本
目
標
で
あ
る『
五

階
以
下
の
中
低
層
の
街
な
み
方
針
』
が
、
法
的
に
も
担
保
さ
れ

会
の
取
り
組
み
・
活
動
の
歴
史
・
受
賞
歴

会
の
取
り
組
み (

令
和
六
年
一
月
三
一
日
現
在)

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、
京
都
市
は
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
高
さ
規

制
を
大
幅
に
緩
和
さ
せ
ま
し
た
が
、
地
域
あ
げ
て

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
続
け
る
姉
小
路
に
平
行
す
る
御
池
通
は
、

従
前
通
り
の
高
さ
三
十
一
ｍ
が
厳
守
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
平
成
十
六
年
度
に
は
京
都
府
下
で
初
め
て
の
「
街
な
み
環
境

整
備
事
業
」
に
よ
り
京
町
家
再
生
の
事
業
に
も
取
り
組
み
、
十

年
か
け
て
二
十
六
件
の
京
町
家
を
再
生
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
に
は
、
人
が
中
心
の
み
ち
づ
く
り
と
し
て
、

い
ず
れ
も
京
都
市
初
と
な
っ
た
、「
路
側
帯
拡
幅
」
と
「
街
灯
の

電
球
色
」
へ
の
変
換
を
実
現
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
に
は
、
再
三
の
議
論
と
多
数
の
意
見
を
集
約

し
た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
、
風
俗
店
等
の
進
出
を
防

止
す
る
「
姉
小
路
界
隈
地
区
地
区
計
画
」(

一
回
目)

が
都
市

計
画
審
議
会
で
可
決
さ
れ
、
同
時
に
「
京
都
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
に
は
、

地
区
計
画
の
改
定
版(
二
回
目)

も
首
尾
よ
く
市
議
会
で
可
決

に
至
り
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
担

保
」
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
三
月
に
は
京
都
市
条
例
に
基
づ
く
「
姉
小
路
界
隈

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
認
可
の
も
と
、
建
設
（
改
築
・
営
業

開
始
、
看
板
設
置
を
含
む
）
案
件
に
対
し
百
十
七
件
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月
に
は
、「
姉
小
路
界
隈
京
町
家
保
全
継
承
地

区
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
三
月
の
新
風
館
リ

こ
れ
か
ら
の
歩
み
・
ビ
ジ
ョ
ン
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姉小路界隈地区建築協定締結 (80 世帯 ( 法人 )87 区画。2017 年にも 2 件追加加入 )

街なみ環境整備事業開始、26 件の京町家再生事業を完成

警察許可のもと、「ゾーン 20km/h」の速度標識を姉菊屋町内 12 箇所に設置2017  年  3  月

1.「第 1 回景観・まちづくりコンクール」優秀賞 京都市・景観まちづくりセンター 1999 年
2.「関西まちづくり賞」 日本都市計画学会関西支部 2002 年
3.「まちづくり功労賞」 国土交通省 2004 年
4.「第 1 回地域住宅計画賞」 地域住宅計画推進協議会 2005 年
5.「日本まちづくり大賞」 日本都市計画家協会 2007 年
6.「歩くまち京都の実現へ大きく寄与」京都市 2011 年
7.「第 5 回地域再生大賞｣　地域再生大賞実行委員会（全国地方紙４４社と共同通信で構成）2015 年
8.「第 10 回国土交通大臣賞」　住宅生産振興財団　「住まいのまちなみコンクール」2015 年
9.  京都景観賞「第 1 回景観づくり活動部門」市長賞 2017 年 3 月

受賞歴

活動の歩み

地元住民、事業者、京都市景観まちづくりセンターの研究会で、「アーバネックス三条」基本計画策定。

( 日本都市計画学会 関西まちづくり賞 )

姉小路界わい地区地区計画の都市計画決定 ( 都市計画マスタープランに位置付け )

「京都を彩る建物や庭園」に姉小路界隈 31 件の選定を記念してマップを作製2017  年  3  月

文化庁協賛で「ようこそ姉小路界隈へ」を 6 箇国で web 案内・マップを簡易宿所配布2017  年  4  月

姉小路まちづくり通信百号完成（地域、もえぎ幼稚園、御池中学 1700 部配布掲示）2018  年  8  月
姉小路界わい京町家保全継承地区の指定（京都市域で 11 番目・改修助成制度）2019  年  7  月

地域景観づくり協議会事務局を 2015 年 3 月 31 日に開設。以来、現在まで 117 件の意見交換会開催。2022  年  1  月

「歩いて暮らせるまちづくり」協賛開始、京都造形大「まちづくり模型」展示

新風館リニューアルとエースホテル建設により、姉小路通電線地中化が一部スタート。2020  年  2  月

姉小路通 ( 御幸町〜柳馬場間 ) 路側帯拡幅工事と、街灯の電球色への交換 ( 京都市で初事例 )2011  年  2  月

と、花と緑でのもてなし

姉小路界隈地区建築協定再締結 ( 商業地域日本最大規模 )2022  年  7  月
姉小路界わい地区 地区計画改訂 ( 深夜営業禁止 )2023  年  12  月
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神
戸
市
の
ま
ち
づ
く
り

姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  

特
別
講
演

神
戸
市
前
副
市
長   

油
井 

洋
明

神
戸
市
は
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

の
復
興
で
か
な
り
の
借
金
を
し
た
こ
と
か
ら
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
な
か
な
か
入
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

都
心
部
に
お
け
る
三
宮
駅
周
辺
の
再
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
局
が
連
携
し

て
進
め
て
い
ま
す
が
、
市
だ
け
で
な
く
民
間
の

力
も
活
用
し
て
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
現
在
進
め
て
い
る
の
が
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
含
む
再
開
発
ビ
ル
の
整
備
で
す
。

地
権
者
で
再
開
発
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
、
市

街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
進
め
て
い
ま
す
。

中
長
距
離
バ
ス
の
乗
り
場
の
一
部
が
神
戸
新

聞
社
跡
の
「
ミ
ン
ト
神
戸
」
一
階
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
の
中
長
距

離
バ
ス
の
乗
り
場
が
分
散
し
て
お
り
不
便
で
あ

る
た
め
、
再
開
発
ビ
ル
内
に
新
た
に
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

JR
三
ノ
宮
駅
の
新
駅
ビ
ル
が
動
き
出
し
ま
す
。

ビ
ル
の
中
に
交
通
広
場
を
設
け
、
そ
の
中
を

通
っ
て
、
JR
・
阪
神
電
鉄
・
新
交
通
の
各
駅
を

結
ぶ
歩
行
者
動
線
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
駅
前
広
場
の
上
に
は
デ
ッ
キ
広
場
を
設
け
、

ト
ー
タ
ル
で
は
従
前
と
同
じ
く
ら
い
の
公
共
空

間
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
民
間
の
開

発
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
市
も
ア
イ
デ
ア
を
出

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日
　 

中
京
酒
販
売
協
同
組
合
会
議
室

都
心
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
再
整
備
し
、
空
き
家
や
空
き
地
を
再
生
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、
危
機
感
を
持
ち
規
制

都
心
三
宮
の
再
整
備
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し
な
が
ら
、
一
緒
に
進
め
て
い
ま
す
。
二
○

二
九
年
度
に
完
成
の
予
定
で
す
。

三
宮
ク
ロ
ス
ス
ク
エ
ア
は
、
人
と
公
共
交
通

優
先
の
広
場
空
間
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
計
画

で
す
。

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
JR
新
駅
ビ
ル
南
側

に
あ
る
道
路
を
10
車
線
か
ら
６
車
線
に
し
て
歩

行
者
空
間
を
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

旧
市
役
所
二
号
館
は
、
昭
和
三
二
年
に
で
き

た
建
物
で
す
が
、
建
築
後
六
十
年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
現
在
再
整
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
場
所
は
三
宮
駅
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
の
中
間
地
点
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
回
遊

の
拠
点
と
な
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
民
間
の

力
を
借
り
て
商
業
・
業
務
施
設
を
一
緒
に
作
っ

て
い
く
こ
と
を
条
件
に
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
、
商

業
施
設
の
複
合
ビ
ル
を
建
設
し
て
も
ら
う
予
定

で
す
。
土
地
は
市
の
も
の
で
あ
り
、
50
年
の
定

期
借
地
で
、
借
地
料
が
市
の
収
入
と
な
り
、
行

政
機
能
の
部
分
は
市
が
購
入
す
る
と
い
う
形

で
、
民
間
事
業
者
が
ビ
ル
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
引
っ
張
っ
て
い

く
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
最
近
は
公
募
な
ど
の

形
で
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
力
を
活
用
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
南
に
東
遊
園
地
と
い
う
公
園
が
あ

り
ま
す
。

元
々
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

芝
生
の
広
場
に
変
え
ま
し
た
。
芝
生
も
何
度
も

実
験
を
行
い
、丈
夫
な
種
類
を
植
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
来
街
者
や
近
く
に
住
む
家
族
な
ど
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

公
園
事
業
も
民
間
の
力
を
活
用
し
、
に
ぎ
わ

い
拠
点
施
設
の
整
備
や
公
園
整
備
の
た
め
に
費

用
を
出
し
て
い
た
だ
く
「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
と

い
う
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
遊
園
地
の
南
側
で
は
建
築
家
の
安

藤
忠
雄
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
、
こ
ど
も
の
た

め
の
図
書
館
「
こ
ど
も
本
の
森
神
戸
」
が
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
環
境
共
生
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考

え
を
取
り
入
れ
た
「Living Nature Kobe

」

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
木
や
花
を
植
え
る
に

し
て
も
、
今
ま
で
は
単
年
で
花
を
植
え
、
枯
れ

た
ら
植
え
替
え
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
年
草

な
ど
様
々
な
花
を
植
え
、
自
然
を
感
じ
る
こ
と

の
出
来
る
植
栽
「
自
然
の
景
」
を
創
出
し
、
季

節
毎
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
き
れ
い
な
時
か
ら
枯
れ
る
時
ま
で
美
し
い

こ
と
か
ら
、
訪
れ
る
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
特
徴
的
な
整
備
を
二

つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
、
大
容
量
送
水
管
の
整
備
で
す
。
神

戸
は
大
き
な
河
川
が
無
い
た
め
、
水
道
水
の
多

く
は
琵
琶
湖
、
淀
川
の
水
で
つ
く
ら
れ
た
も

の
を
「
阪
神
水
道
企
業
団
」
か
ら
購
入
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
大
容
量
の
送
水
管
は
口
径

二
千
四
百
mm
、
延
長
約
十
二
・
八
km
で
貯
留
可
能

水
量
は
五
万
九
千
㎥
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
も

し
災
害
で
断
水
が
生
じ
て
も
、
全
市
民
が
一
日

３
ℓ
を
12
日
間
使
用
で
き
る
水
を
貯
留
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

下
水
も
処
理
が
で
き
な
い
と
困
り
ま
す
。
今

後
の
災
害
時
の
た
め
に
「
下
水
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
三
ｍ
程
の
管
径
で
主

要
な
下
水
処
理
場
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。
一
つ
の
処
理
場
が
被
災
し
て
も
他
の
処
理

場
で
下
水
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
災
害

に
強
い
下
水
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

空
き
家
・
空
き
地
は
、
市
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
で
す
。
約
八
二
万
戸
の
住
宅
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
十
三
・
三
％
、
約
十
一
万
戸
が
空

き
家
で
す
。
そ
の
中
で
も
居
住
目
的
が
な
く
活

用
の
動
き
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
眠
っ
て
い
る
空

き
家
で
、
戸
建
て
・
長
屋
の
空
き
家
が
約
二
万

戸
あ
り
ま
す
。
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
可

能
性
も
あ
り
、
こ
れ
を
何
と
か
し
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
神
戸
市
空
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。使

え
る
空
き
家
は
賃
貸
・
売
却
・
地
域
利
用

を
促
し
、
使
え
な
い
空
き
家
は
解
体
し
、
更
地

に
し
て
土
地
活
用
を
促
進
し
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
方
で
す
。

他
に
も
拠
点
を
設
け
、
回
遊
性
を
向
上
さ
せ

て
い
こ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
第
二
弾
が
新
港

第
二
突
堤
で
す
。

神
戸
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
１
万
人
規
模
収
容
の

施
設
を
造
り
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
神

戸
ス
ト
ー
ク
ス
」
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
な
り

ま
す
。
ス
ト
ー
ク
ス
（
コ
ウ
ノ
ト
リ
）
は
兵
庫

県
の
県
鳥
で
す
。「
神
戸
ス
ト
ー
ク
ス
」の
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
に
対
応
可
能
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
と
都
心
と
を
回
遊
し
て
も
ら
う
新
た
な
拠
点

が
二
◯
二
五
年
に
誕
生
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
も
、
民
間
の
力
を
活

用
し
て
再
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
や
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

で
き
た
た
め
、
元
々
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

の
エ
リ
ア
・
新
港
突
堤
等
を
都
市
的
な
土
地
利

用
に
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ポ
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ア
ト
ア
」
と
い
う
劇
場

型
の
水
族
園
が
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
こ
れ
が

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
回
遊
の
拠
点
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り

空
き
家
空
き
地
の
再
生
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具
体
的
に
は
四
つ
の
段
階
で
進
め
ま
す
。

一
つ
目
は
「
ふ
せ
ぐ
」
で
す
。
発
生
抑
制
の

た
め
の
意
識
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。続
い
て
、

「
お
こ
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
早
期
活
用
を
促

し
ま
す
。
次
に
「
つ
な
ぐ
」
で
、
市
場
流
通
等

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。「
空
き
家
が
欲

し
い
が
、
使
え
る
空
き
家
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
場
合
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を

し
ま
す
。
最
後
に
「
つ
か
う
」
は
、
活
用
者
に

情
報
提
供
し
、
補
助
し
、
実
際
に
使
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
各
段
階
で
広
報
し
た
り
、
空
き
家
の

相
談
口
を
作
っ
た
り
、
支
援
制
度
を
設
け
、
で

き
る
だ
け
活
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

管
理
不
全
の
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
、
使
え
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
補
助
を
出

し
解
体
を
促
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
使
っ
て
こ

れ
ま
で
二
千
四
百
戸
以
上
の
空
き
家
が
解
体

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
解
体
の
進
ま
な
い
空

き
家
で
管
理
不
全
の
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
場

合
に
よ
っ
て
は
市
が
代
執
行
で
解
体
し
ま
す
。

状
態
の
ひ
ど
い
空
き
家
が
あ
り
、
そ
こ
が
道

路
に
面
し
て
い
る
場
合
等
は
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
負
の
財
産
」

と
し
て
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
は
、
都
市
と
し
て

良
い
状
況
で
は
な
い
た
め
、
市
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
市
で
は
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
都
心
部
で
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
千
人
規
模

で
人
口
が
増
え
る
こ
と
は
人
口
減
少
対
策
と

し
て
良
い
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
若
い
年
齢

層
が
多
く
入
居
し
、
一
時
期
に
多
く
の
子
ど
も

が
集
ま
る
と
小
学
校
の
過
密
問
題
が
発
生
し
た

り
、
災
害
時
に
避
難
所
や
避
難
物
資
を
ど
う
す

る
か
な
ど
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
都
心
の
住
宅

に
対
し
て
規
制
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
手

法
と
し
て
、「
都
心
機
能
誘
導
地
区
」
と
い
う

特
別
用
途
地
区
を
定
め
て
い
ま
す
。

規
制
の
内
容
は
、
都
心
の
中
心
部
に
お
け
る

住
宅
の
建
築
は
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
、
ま

た
、
そ
の
外
縁
部
で
は
住
宅
等
の
用
途
に
供

す
る
容
積
率
の
上
限
を
四
百
％
と
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
都
心
部
で
は
容
積
率
が
七
百
～

八
百
％
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
半
分
程

度
は
都
市
的
な
土
地
利
用
を
し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
も
の
で
、
都
心
の
都
市
機
能
と
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
都
市
居
住
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
課
題
と
し
て
、
数
年
後

に
は
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
か
な
り
増
え
て
く
る

状
況
の
中
、
修
繕
の
た
め
の
積
立
金
が
集
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
や
管
理
組
合
の
成
り
手
が
な
か

な
か
い
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修

繕
や
建
替
え
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
老
朽
化
し
て
く
れ
ば
解
体
す
る
こ
と
も
大

変
な
た
め
、
今
の
段
階
か
ら
管
理
状
況
を
把

握
し
よ
う
と
、
五
年
毎
に
届
出
を
し
て
い
た
だ

き
、
適
正
な
管
理
を
促
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
等
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建
築
協
定
に
つ
い
て

姉
小
路
界
隈
地
区
建
築
協
定
の
歴
史

夜
間
の
静
か
な
住
環
境
を
守
る
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
平
成
14
年
７
月
に
土
地
所
有
者
82
人
か
ら
な
る

建
築
協
定
を
締
結
し
、
一
昨
年
（
令
和
４
年
）
に
期

限
（
20
年
）
と
な
り
、
新
た
に
区
域
を
拡
げ
て
締
結

し
ま
し
た
。

「
商
業
地
域
」
で
の
締
結
事
例
と
し
て
は
日
本
一
の

規
模
を
誇
り
、
過
去
20
年
間
、
禁
止
し
て
い
る 

①
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
進
出
、
②
家
主
が
同
居
し
て

い
な
い
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
の
ト
ラ
ブ

ル
は
一
度
も
な
く
、
界
隈
の
良
好
な
環
境
を
保
全
し

て
い
ま
す
。

○
加
入
町
内
名
：（
東
西
570
ｍ
に
存
す
る
公
称
町
名
）

大
文
字
町
、
丸
屋
町
、
中
白
山
町
、
下
白
山
町
、

松
下
町
、
福
長
町
、
柳
八
幡
町
、
油
屋
町
、
姉
大

東
町
、
菊
屋
町
、
丸
木
材
木
町
、
大
阪
材
木
町
、

綿
屋
町
、
木
之
下
町
、
車
屋
町

○
加
入
者
数
：
96
名

○
加
入
面
積
：
１
７
，
３
９
９
㎡
（
66
％
）　

○
全
体
面
積
：
２
６
，
２
７
７
㎡

○
加
入
筆
数
：
１
４
５
筆
（
60
％
）　

○
全
体
筆
数
：
２
４
０
筆

姉
小
路
界
隈
地
区
建
築
協
定
は
、
隣
人
同
士
の
任

意
協
定
で
あ
る
た
め
、
よ
り
確
か
な
都
市
計
画
条
例

が
昨
年
12
月
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建築協定：https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/cmsfiles/contents/0000021/21239/_anekoujikaiwai.pdf

地区計画：https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/cmsfiles/contents/0000154/154922/59_anekouji290407.pdf

▲京都市中京区姉小路界隈地区建築協定区域図（令和５年 12 月現在）　　 建築協定区域
建築協定隣接区域

烏
丸
通

寺
町
通
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姉小路界隈まちづくりの４変遷 ( 過去 22 年間 )
1  建築協定 ( 平成 14 年 7 月 )

2  地区計画 ( 平成 25 年 7 月 )

3  建築協定 20 年目更新 ( 令和 4 年 7 月 )

4  地区計画 A・B 地区に分割　（令和 5 年 12 月に市議会で可決）

御池通

姉小路通

御池通

三条通

御池通

御池通

コンビニエンスストア
ワンルームマンション

禁止

風俗店禁止

風俗店禁止
( Ａ・Ｂ地区 )

260m 西方向へ延伸

全長 570m 96 人 ( 法人 ) が加入

深夜営業禁止
（Ａ地区（建築協定の範囲））

烏
丸
通

堺
町
通

御
幸
町
通

烏
丸
通

寺
町
通

烏
丸
通

烏
丸
通
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•	 都市計画法の規定に基づき、2023 年 8 月 23 日～ 9 月 6 日に原案縦覧、8 月 23 日～ 9 月 13 日に意見書
の提出期間、9 月 19 日～ 10 月 3 日に案縦覧・意見書提出期間の手続を経て ( いずれも意見書の提出はご
ざいませんでした。)、11 月 2 日に都市計画審議会に付議しました。

•	 都市計画審議会には、次に記載の案を付議し、案のとおり承認されましたので、11 月 10 日に都市計画決
定の告示を行いました。

【計議第 352 号議案】京都都市計画 ( 京都国際文化観光都市建設計画 ) 地区計画の変更について ( 京都市決定 ) ( 姉小
路界わい地区地区計画 )
都市計画姉小路界わい地区地区計画を次のように変更する。( 変更箇所を下線で示す。)

姉小路界わい地区では、姉小路界隈町式目 ( 平成版 ) を実現するために、建築基準法第 69 条及びこれに基づく京都
市建築協定条例第 2 条の規定に基づき、同第 4 条に定める建築協定区域内における建築物の用途及び形態に関する基
準を定め、都心界隈の居住環境を保全しつつ、職住共存地区としての環境を維持増進することを目的に、2002 年 7
月に建築協定が締結され、本市が認可しておりました。

それから 20 年、姉小路の皆様の熱心なまちづくりの活動の下、街並み環境整備事業の取組、地区計画の決定や地
域景観づくり協議会の認定などを経て、建築協定区域を拡大して建築協定の更新が締結され、2022 年 7 月 11 日に
認可をさせていただきました。

さらに、拡大した建築協定区域を対象として、街並みを継承するための効力を高めるために、地区計画の変更に向
けた活動が行われ、2023 年 3 月には、姉小路界隈まちづくり協議会様から本市へ地区計画の変更に関する要望書を
頂きました。

この度、以下のとおり、地区計画の決定、地区計画建築条例の改正を行いましたので、経過や地区計画変更の概要
をご報告させていただきます。

2024 年２月
京都市都市計画局 まち再生・創造推進室

建築指導部建築指導課

名称

位置

姉小路界わい地区地区計画

京都市中京区下白山町、福長町、油屋町、姉大東町、菊屋町、丸屋町及び木之下町
京都市中京区弁慶石町、中之町、天性寺前町、大文字町、中白山町、松下町、柳八幡町、
丸木材木町、大阪材木町、亀甲屋町、東片町、綿屋町、笹屋町、曇華院前町、梅屋町、
車屋町及び桝屋町の各一部

面積 約 7.6 ヘクタール

地区計画の目標

当地区は、都心部に位置しながら低層の一戸建てを中心とした落ち着いた町並みが残
り、文人墨客の看板を掲げる格調ある老舗が集まる歴史あるまちである。
古くからの落ち着いた風情を守るため、「建築協定」や「姉小路界隈町式目（平成版）」
にみられる自主的なルールの下、まちづくりを進めてきている。

姉小路界わい地区 地区計画の変更を決定 !

○ 地区計画の決定
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1.	風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営法」という。）
第２条第１項に規定する風俗営業の用に供する建築物

2.	風営法第２条第６項に規定する店舗型性風俗特殊営業及び同条第９項に規定する
店舗型電話異性紹介営業の用に供する建築物

3.	マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他こ
れらに類するもの

4.	ナイトクラブ
5.	カラオケボックスその他これに類するもの
6.	日用品の販売を主たる目的とする店舗で、営業時間が午後１０時から午前７時ま

でにおよぶもの

このような地区において、地区計画を定めることにより、静かで落ち着いた住環境を
守り育て、以下に掲げる３つの方針を柱とする「姉小路界隈まちづくりビジョン」の
実現を目指す。
１ 静かで落ち着いた住環境を守り育てるまち
２ お互いに協力しながら、暮らしとなりわいと文化を継承するまち
３ まちへの気遣いと配慮を共有し、安全に安心して住み続けられるまち

地区計画の目標

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

商業・業務機能が集積する都心部の利便性を維持しつつ、職と住が共存する伝統的な
町並みの継承・発展に資するような土地利用の誘導を図り、交流豊かな住環境の維持・
向上を図る。

土地利用の方針

風俗営業や深夜営業など、建築物等の用途の制限により、静かで落ち着いた住環境の
維持を図る。
また、京町家等、伝統的な建築物と調和した町並みの形成を図る。

建築物等の整備の方針

建 築 物 等 の
用 途 の 制 限

地区の名称

地区の面積

地
区
の
区
分

Ａ地区

約 ３．０ヘクタール

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

次に掲げる建築物は建築してはならない。

地区の名称

地区の面積

地
区
の
区
分

Ｂ地区

約 ４．６ヘクタール

建 築 物 等 の
用 途 の 制 限

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

次に掲げる建築物は建築してはならない。

1.	営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営法」という。）第２
条第１項に規定する風俗営業の用に供する建築物

2.	風営法第２条第６項に規定する店舗型性風俗特殊営業及び同条第９項に規定する
店舗型電話異性紹介営業の用に供する建築物

3.	マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他こ
れらに類するもの

4.	ナイトクラブ
5.	カラオケボックスその他これに類するもの
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○ 京都市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正

•	 建築基準法第 68 条の 2 の規定である「地区計画の区域内において、建築物の敷地、構造、建築設備又は
用途に関する事項で当該地区計画に定められたものを、条例で、これらに関する制限として定めること
ができる」に基づき、本市の条例の一部を改正する条例案を、令和 6 年 11 月 17 日に市議会に提案し、
12 月 12 日に可決され、12 月 25 日に公布・施行しましたので、この間の取組状況をご報告します。

•	 都市計画で定める地区計画では、建築物の用途の規制として、「建築できないものとして、営業時間を設
定して制限をかけること」としましたが、建築基準法に基づく条例では、一般的に営業時間をコントロー
ルすることができないとの認識から、別の方法で規制をすることとし、市議会に提出する条例案の検討
を進めてきました。

•	 別の方法での規制とは、「日用品を販売する店舗を建築できないものとして規制したうえで、深夜営業を
行わないと認められるものを建築できないものから除く。」という方法です。

•	 ところが、都市計画で決定する地区計画で定められたものと、建築基準法に基づき条例に定めることが
できるものとの関係性を紐解いていくと、都市計画で決定する規制以上の規制を条例で定めることはで
きないことが分かりました。具体的には、「日用品を販売する店舗を建築できないものとして規制する」
という部分が、都市計画では深夜営業だけを規制しているにもかかわらず、条例では一旦全ての時間帯
の営業を規制することになるため、都市計画以上の規制にあたるということです。

•	 そこで、シンプルに、都市計画で決定する規制と同じ表現 ( 営業時間も含めた制限 ) で、条例の規制とす
ることが可能か、改めて検討を重ねました。

•	 その中で、深夜営業を規制することの意義、理由、経過など、様々な角度から、検討を行い、令和 3 年
の社会生活基本調査から当該地区内にお住いの方々の平均睡眠時間を想定したり、姉小路通の深夜時間
帯の静かさを調査したり、夜間の地区内の状況を検証したうえで、最終的に次のような状況をもとに、
条例においても、地区計画と同じように「日用品の販売を主たる目的とする店舗で午後 10 時から翌日の
午前 7 時までの間において営業を行う」建築物の建築を制限することとしました。

•	 地域の方々による建築協定を中心とした 20 年間のまちづくり活動、静かな佇まいを維持されてきた現状
を踏まえ、これまでに事例がない営業時間をコントロールする地区計画の建築条例の制定にチャレンジ
し、市議会の議決に至りました。

	◆ 姉小路地区は、商業地域に指定されているものの、伝統的な職住近接の文化により
夜は静かで落ち着いた住環境がある地域。

	◆ 夜間に騒音を発生させる日用品販売店舗（コンビニ等）を、地域独自の建築協定で
規制してきた 20 年間の実績。

	◆ 居住環境で望ましい騒音レベルは、昼間５５ｄｂ以下、夜間４５ｄｂ以下。夜間の
騒音レベルが低く設定されているのは、多くの人が睡眠をとる時間帯に静かな環境
を確保するため。

	◆ 当該地区では、概ね午後１０時３０分頃に就寝し、午前６時３０分頃に起床してい
る想定であることから、夜間の騒音レベルを午後１０時～午前７時において４５ｄ
ｂ以下とすることが相当。

	◆ 夜の静かさを調査した結果を基に日用品販売店舗（コンビニ等）が立地した場合の
午後１０時～午前７時の騒音を検証したところ、立地した場合は４５ｄｂを超える
騒音が発生する想定。
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•	 令和 6 年 12 月 25 日に建築条例改正の公布をしましたので、実際のものを、姉小路界わい地区関連分を
抜粋してご紹介します。

条例を公布することの
本文です。

条例のタイトルと条例
の本文です。
現在の条例を直接改正
するのではなく、現在の
条例の一部を改正する
条例を定めています。

別表第１では、地区の範
囲を定めています。
今回、Ａ地区とＢ地区に
区分したことを定めて
います。

別表第２では、具体的な
制限の内容を定めてい
ます。
今回は、(2) を追加しま
した。

別表第３では、建築物の
敷地がＡ地区とＢ地区
にまたがる場合の用途
の制限について、どちら
の地区の制限を適用す
るかを定めています。

附則では、この条例が効
力を発揮する日 ( 施行の
日 ) を定めています。今
回は公布の日としてい
ますので、令和５年 12
月 25 日となります。
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年
の
活
動
ア
ル
バ
ム

2023

2023 年 1 月 28 日 110 件目 脇坂尚子信江邸駐輪意見交換会 2023 年 1 月 20 日 109 件目 梅ノ井三好宅新築開業意見交換会

2023 年 2 月 19 日 日本女子大教授薬袋奈美子様一行来訪2023 年 3 月 17 日 112 件目貸店舗改築意見交換会

2023 年 3 月 17 日 立命館大西尾謙汰君卒業論文完成2023 年 3 月 27 日 地区計画要望書を京都市へ提出

2023 年 5 月 25 日 龍谷大学でまちづくりの講義2023 年 7 月 14 日 すまいのまちなみ 14 回総会  東京都市大学教授坂井文様
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2023 年 8 月 19 日 京都御池中学ブラスマーチング 2023 年 8 月 18 日 姉小路行灯会賞品公開抽選会

2023 年 10 月 24 日 最高裁司法研修生と飯田弁護士来訪 2023 年 10 月 21 日 アンサンブルサビーナの最終リハーサル

2023 年 11 月 4 日 ボッチャに興じるご近所の奥様達

2023 年 10 月 26 日 京都美術工芸大教授生川慶一郎様来訪

2023 年 11 月 4 日 東北大学教授戸澤英典様来訪

2023 年 11 月 4 日 中京区長川端昌和様と足立勇一課長来訪
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2023 年 11 月 5 日 タイバンコクから来訪のニング氏 2023 年 11 月 5 日 サビーナ音楽教室のアンサンブル演奏

2023 年 11 月 5 日 まちづくり活動 28 年間の成果展示 2023 年 11 月 5 日 ボッチャを楽しむ親子連れ

2023 年 11 月 5 日 京都大学公共政策大学院特任教授要藤正任様 2023 年 11 月 5 日 もえぎ幼稚園児達描画の行灯点灯

2023 年 11 月 5 日 姉小路通路上で書道家和田克巳様の書に添書 2023 年 11 月 5 日 姉小路通車両通行止でのボッチャコート 2 面
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2023 年 11 月 5 日 東北大学公共政策大学院特任教授御手洗潤様 2023 年 11 月 5 日 立命館大学生の演奏

2023 年 11 月 6 日 80 の手習い上野範子様とお友達 2023 年 11 月 5 日 龍谷大学教授辻田素子様一行来訪

2023 年 11 月 17 日 まちづくり協議会設立 11 周年記念講演前神戸市副市長油井洋明様 2023 年 11 月 6 日 姉小路画廊 10 年目の開催

2023 年 12 月 3 日 すまいのまちなみ近畿交流会設立式 2023 年 11 月 30 日 京都大学公共政策大学院で講義
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「姉小路を考える会」では、地域団体発足当初から
「灯りでむすぶ姉小路界隈」のキャッチコピーのもと、
住民や事業者と恊働したまちづくりを実現してきた。
平成９年から続く 「姉小路行灯会」がその例だ。地
蔵盆前夜、姉小路通りに手 作りの行灯を設置し町内
や家庭の幸せを祈念するというものだ ( 図１)。本イ
ベントではもえぎ幼稚園児や京都御池中学校の生徒
が行灯の絵を描く等、地域住民による協力が継続的
なイベント実現に大きく寄与している。「住民間の交
流」や、地域の一員であるという「所属意識」は地
域への愛着醸成に繋がり、地域への愛着は地域活動
への協力行動を促してきた。

あかりを通じて、人と人が、そして人と地域が繋
がる「姉小路行灯会」は、地域住民の地域に対する
愛着醸成を促すとともに、まちづくりにおいて不可
欠となる住民の協力体制の実現に寄与していると考
えられる。 

夜間景観がもたらす効果と課題に関する研究 
ー政令指定都市のガイドラインと担い手に関する考察を通じてー

京都光華女子大学 大島ゼミ 加畑 美湖

京都市では、令和 4 年度に「京都のあかり 京都ら
しい夜間 景観づくりのための指針」が公表されたが、
これより以前から各所で一体感のある魅力的な夜間
景観が形成されている。 このことから、行政による
具体的な規制やガイドラインがない中で、地域や民
間による活動が大きな役割を担ってきたと推察でき
る。そこで、本研究では夜間景観推進に必要な要素
を明らかにすべく、「担い手」と「ガイドライン」に
着目し、 京都市の中でも先駆的に夜間景観づくりに
取り組む「姉小路界隈を考える会」と行政 ( 都市都
市計画局等 ) を対象にヒアリング調査を実施し、考
察を行った。

※本稿は、卒業論文および抄録をもとに、貴会に提出するために編集しております。

また、事務局長の谷口親平氏は、「事業者の経済力
と住民の生活力があってこそできるのが、まちづく
りである」とし、基盤となる地域住民の意欲、事業
者による協力や支援、専門家の知恵、そして行政に
よる協力による「多主体恊働」重要性を説いた。

同氏を中心に渦巻くように多様な人々が協力体制
を築き、 長期的な関係性を構築している。赤く燃え
るガス灯 ( 図２) を中心に電灯や看板灯など多様なあ
かりが夜間景観を作り上げるその様子 ( 図３) はまさ
に、姉小路のまちづくりの在り方そのものを可視化
している。

〈行政〉

京都市では公共空間にてあかりの検証を定量的に
実施し、 市民が夜間景観を知る機会を創出するとと
もに地域の特性に応じた夜間景観づくりを進めてい
る。夜間景観を推進には地域の特性や目的を明確に
する必要があり、それと同時に市民の理解を得るこ
とが不可欠であると示された。さらに、 行政内での
部署間連携の難しさや専門家派遣制度の課題が指摘
され、多主体連携を促す制度の整備や仕組みづくり
等が求められているのも、明らかとなった。

まとめ

夜間景観づくりの推進には、地域住民等、市民を
主体とする「多主体連携」による取り組みが重要で
あることを再確認した。また、長期的な施策であり、
且つ多主体の協力を要する夜間景観はその地域の「恊
働体制」を図るひとつの指針となることが示された。

姉小路行灯会の様子

〈姉小路界隈を考える会〉

赤く燃えるガス灯

電球色に統一された姉小路通りの灯り
出典 姉小路界隈地域景観づくり計画書
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故 市古和弘前会長の後を引き継ぎ、会長という大役を拝命いたしまして、早くも 2
年たちました。コロナ禍で、何も活動ができなかった 1 年目。その後、コロナ終息で
はないものの、人の動きが戻ってきたとはいえ、コロナ禍前の状況にはまだ戻れてい
ない 2 年目を過ごし、会長という立場を改めて見つめなおして、今後のことを考えて
いた年明けに、能登大地震が発生しました。甚大な被害に遭遇された方々が平穏な生
活を取り戻されるよう、心より願うところです。

姉小路界隈における大きな出来事といたしましては、昨年暮れに、「姉小路界わい地

会長からのご挨拶

区地区計画」が市議会の議をへて可決されたことです。
この件に関しましては、事務局長の谷口氏のただならぬご尽力に感謝申し上げます。

「商業地域」での締結事例として、同意者数・加入者総面積共に日本一の規模を誇る建築協定が、過去 20 年間、
一度のトラブルも発生しなかったという地域の民意力が採決に至る最大の正当理由と聞いています。
「建築協定」と、このたびの「地区計画」の両制度によって「22 時以降の深夜営業禁止」となり、これま

でと同様に夜間の静粛さが担保されています。
一昨年の夏、新たに区域を西へ拡げて再締結する際、「建築協定同意の判」をいただいた、姉小路沿いの

570m の区域の皆様に改めて御礼申し上げます。
「姉小路界隈を考える会」が以前より掲げている「『くらし』と『なりわい』と『文化』のバランスを大切

に育むまち」がこれからも守られていくように、地域に暮らす方々と共に活動を続けられることを切に願っ
ております。

京都の都市格を代表する御池通、近代京都から賑わいのある三条通、そして夜間人口が多く居住性に優れ
る姉小路通に囲まれた地域それぞれの特性を生かしつつ、京都都心部で、「人が生活できる」持続可能なまち
づくりが今後は特に大切です。
「まちづくりは文化づくり」です。3 年目は、新たな京都市長誕生と共にまちづくり活動を通じて京都の文

化力高揚に貢献できるように努めて参ります。

松元 美抄
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